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研究要旨 

本研究班は、我が国の国内外保健政策の戦略性を構築するために、途上国の医療財政の

現状を分析し、我が国がグローバルヘルスの枠組みの中でどのように貢献していくべきか

を提言する。具体的には、従来個別に分析されていた人口レベルでの経済的疾病負担を包

括的に分析し、更に疾病負担とそれに伴う国民の医療負担を比較分析することで医療財政

の優先順位付けと資源配分を決定するために必要な根拠を提供する。 

本研究では途上国における生活習慣病に関する健康格差の傾向を分析し、健康格差を埋

めるための効果的、そして費用対効果の高い介入に関する政策提言を行っている。また、

より効果的な健康保険を導入するため、国民皆保険制度に向けての政策提言を提供してい

る。本研究は、政策的観点を取り入れるため、先行研究の系統的レビューを実施した。研

究では、健康格差を縮小するための介入として母乳保育を推奨し、条件付現金給付の効果

を上げる鍵となるのはインフラの発達であることを提示した。本研究の系統的レビューか

らの教訓は、途上国における生活習慣病の管理に関する複数の提言として、ネパールとバ

ングラデシュでの研究の結果とあわせて、国民皆保険制度の実現に向けた一つの筋道を提

示するものであると考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究は、変革期にあるグローバルヘル

ス分野における我が国の科学的かつ戦略的

な保健政策を推進するために、途上国にお

ける健康格差を少なくするための実践的・

革新的な政策提言を行うことを目的として

いる。すなわち、 

１） インフラの未発達が原因となって起

こる子供の健康格差において、費用対

効果の高い介入を明らかにするため、

既存の政策介入を改善するための手

法を検証する。 

２） 国民皆保険制度（UHC）の達成に向け

て生活習慣病が抱える課題を明らか

にし、その課題を乗り越えるための手

法を明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究は公開されたデータと分析に関す

る系統的レビュー手法を用い、複数の分野



にまたがる研究プロジェクトにおけるエビ

デンスを統合した。これらのレビューは、

政策提言を裏付けられるエビデンスを構築

することを目的とし、現在と過去における

研究プロジェクトの分析の結果を包含して

いる。さらに、海外の研究者との共同研究

を通じ、低所得国・中所得国における医療

財政システムに関する政策分析を行い、生

活習慣病対する課題解決の方法を見出すこ

ととした。 

  

Ｃ．研究結果 

 先行研究のレビューから、費用対効果の

高い母乳育児の促進は、若干のインフラ整

備と介入によって改善することが可能であ

り、国内で子供の健康格差を縮小するため

の鍵となることが明らかになった。 

 また、最近発表されたアフリカにおける

研究の結果に基づき、同研究は条件付き現

金給付を用いる際の阻害要因を分析した。

条件付き現金給付の効果は、条件付き現金

給付がなされている地域におけるインフラ

の改善、そしてモニタリングによって、さ

らに改善することができる。 

 国際共同研究により、ガバナンスの改善、

セクター間の連携、そしてプライマリーヘ

ルスケアが、健康転換に直面している低所

得国において効果的な医療財政システムを

可能にし、持続可能性を維持するために重

要であることが分かった。 

 

Ｄ．考察 

 低中所得国における健康格差は、費用対

効果の高い母乳育児の介入など、小児保健

のイニシアチブによって縮小することがで

きる。条件付き現金給付など、健康改善に

繋がる可能性を持つ他の介入は、その効果

を発揮する前に、インフラ投資やガバナン

ス改善、そして保健システムの強化を図る

ことが求められる。低・中所得国は、国民

皆保険制度の実現に向けて、健康転換に伴

う費用を負担できるかどうか、医療財政シ

ステムにおいて実現可能かどうか、という

点で新たな問題を抱えているが、革新的な

アプローチとシステム構築により可能にな

ると考えられる。 

  

Ｆ．知的所有権の取得状況の出願・登録状

況 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 



  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他

 

 


